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一

　資 　　　　料

、

細 菌 多 糖 類 化 学 の 展 望

崎 旭 （大阪大学工 学部 醸 酵工 学教 室 ）

　　約 30年前に AVERY
，　HEIDERBERGER 等が肺炎菌

　多糖類 （Pneumococcus　polysaccharide） に つ い て 免

　疫化学的な 研 究 を 行 つ て 以 来多 くの 細 菌の End   c−

11ular，　Exocellular 或 し、は Capsu 旦ar 　pdysacchar 三de が

　そ の 抗原性とも関聯 して 生化学者及 び 化学者 に 興味を

持 たれ そ の 中構 造 も明 か に され た もの も多い
1）．

　 又第二 次大戦後血 漿増量 剤 と して 有効 な Dcxtran が

工 業生産 され る様に な り醗酵工 業 に 於 て も新 しい 分野

を提供 して い る．一
般 に 細 菌 多 糖 類 は生 成量が 少い た

め構 造に つ い て の 知見を 得 る事は 困難 で あつ た が ， 近

年 Chromatography ！）・s）の 発展 に依 り構成糖 の 分離，
メ チ ル 誘導体 よ り各成分 の 分 離 等が 比較的容易 とな

り，更 に 合成高分子化学 の 発展に 平行して 粘度 ， 超 遠

心 分離 或 い は光散乱 ， 赤外線 等物理 化学的測定に 依

り分子の 形，大 きさに つ い て の 知識 が 得 られ る様 に な

り
4），構 造 も次 第 に 明か に され つ 丶 あ る．

　細菌多糖類 の 生成機構 或は そ の 生物学的な 役割に 関

し て は未知の 部分が多 く今後の 解明 を待 た ね ば な らな

い が こ S で は 化学的 な 面か ら最近 ， 二 ， 三 年 の 研 究 の

成果 を紹介 し た い ．

　 〔1 〕　單純多糖類 （H。 m 。P 。tysacch・ride ）

　単一の 糖よ り構成 され る Dextran ，　Levani　 Bacterial

Cellulose及 び Glycogcn 等が挙げ られ 生成量 も比 較

的 大 な る所か ら構造の 明か に され た もの が 多い ，
　 De翼tran：

　Leuconostoc属菌に 依 り Sucrose か ら 生産 され る主

とし て α
一1：6Glycosidic　 linkage よ り成 る Glucose

Polymc「 で 分子 量 数百万 の Native　dextran を 部分分

解 して 得 る分子暈 75，000士 15
，
000 （〔η〕＝0．23士 0．05）

の Clinlcal　dextran が∬吐漿増暈剤 と して 有効な る 所

よ り米 ， 英 に於 て大規模な 生産が 行 わ れ本 邦 に 於 て も

若干 の 生産が 開 始 され て い る．

　工 業生 産 に 使用 され る菌株 は L ．mesenteroides 　N ．R ，

R ．L ．　B−5艮2で 95％以上の α
一1 ： 6 結合 を有 す る 分岐 の

少 い dcxtran を 生 産 す る が 工 業的な デ ーター
として は

HINES 等 （1953）fi＞ の 記述が あ り，最近 MART 工N 等

（1955）
o）

は主．e、して Clini£ a 疋de翠【ran の 分子最分布

と生理的関係につ い て 概説 して い る．

　 Dextran に は 1 ：6 結 合 の 外 に 微 量 の 1 ： 47）
及 び

　1 ： 3 結 含 の 分 岐 が あ り STACEY 等
9） （1954）は

Betacoccus　arabinesus （Leuconostoc？）の 生 産 す る Dextran

を メ チ ル 化 し て 加水 分 解物 よ り2 ：3 ： 4 ：6−tera 一皿 ethyl −

（17％）・
2 ：3 ：4−tri−mctbyl −（51％）及び 2：4−di−methyl −

D −glucosc （26％） を 分 離 して 7個 の α
一1：6　Glucose

unit 当 り 1個 の α
一1 ： 3 の 分 岐 の あ る事 を 認 め た．最

近 Dextran 分子中 の 1 ： 3及 び 1 ： 4 結合 の 含量 に 就

い て は 過 沃 素酸酸化法が発達 し 9）−11），Periodate の 消

費量 と生成 す る蟻 酸 を 定量 す る 事 に 依 り可な り正 確 に

求 め られ て い るが WOLFF 等（1954）12）は 種 々 の Type の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 IDextran の 酸化物 を還 元 して 1 ：6 結合 よ りは Glycero

を 1 ： 4 結合 よ りは Erythritolを又 1 ：3 結合 よ りは

Glucose を分離 し て 滴定法 よ り正 確 な る事 を報告して

い る （Table　 1）．

Table　 1．　Detcrmination　 of 　dextran

structure 　by　periodate　oxidationia ）
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　 ∬江漿増最剤の 用途 に 関聯 し て 適当な Sizeの Dextran

を 得 る力
’
法 が 検 討 きれ て い るが 通 1幣の 稀 塩 酸 （pHl 〜

2 ） に 依 る分解 の 外 に WOL 胛 等 （1953）13） は 180−．

200℃ で の 熱分解 を 報告し NADEL 等 （1953）u ）は 培 養

条 件 の コ ン ト ロ ール に 依 る直援生 産 の 方法を報告して

居 る．夊酵素合 成 の 場合に Primer とし て 1〜2 ％ の

低分子 ぐ分子量 15，0GO−−2e，000） を添 ljllし て 高收率で

Clinical　dextranを得 て い る
ls ）．

　ア ル コ ール に 味る分別 と そ の 分子量 分布に 関 し て は、
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多数 の 報告が あ り1G）
』19・）

， の ぞまし い 大 きさの Fractien

を高收率で［得る 万法が 検討 され て い るが 通常分解物

（rtr　・・　2〜2．5　at 　5％ conc ．） を 45〜50％ メ タ ノ ール
， 又

は エ タ ノ ール に よ り分別沈澱せ しめ た部分 を更に 再分

別して 可及的 に 均
一な 分子量 の Clinical　dextranを

得て い る．分孑 量 は粘度及 び光散乱 法で 測定 され て い

るが SENTI 等 （1955）20＞は二 十数種 の Dextran　fracti−

en に 就 い て 重量平均分子量 Mw と極限粘度 〔η〕の 間

に 〔η〕＝ 9」8xIOKMioo ・50 な る 関係 の あ る 事 を報告 し

た．

　最近 Dextran分子の Heterogeneityに つ い て 研究

が 進 め られ てい る が JEANES（1954）el）は 96株 の 菌 の

Dextran の 性質を調 べ α
・1 ：3結 合 の 含 有 量 に よ り

Dextran を三 つ に大別したが彼 は更に 菌 の Golonical

type との 関 係
2：）及 び Dextran 調製の 際 ア ル コ ー

ル 濃

度 と Dextran の Heterogeneity の 関係を調べ て い るs3）．

　低分子 Dextran （〔v〕窪 0．03）を Chlorosulfbnic　acid

で 硫 酸 エ ス テ ル 化 し た Dextran　sulphatc が Heparin

と同 様 ，
Blood　anticoagulant と し て 有 効 な 事 が

RICKETTS 等 に 依 り報告きれ て 居 りm ）・25）
， 夊 SBS

labelcd　sulphate を Rabbit に 注 射す る と Urine 中

に は低分子の もの か ら先 に 排泄 きれ 注射後 2 臼で 30％
が ， 更 に 4 日後 に は 50％ が 現われ る とい う2ti）．

・
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Fig・L　Dextran 　Sulphate24｝

　YUILL （1952）27）は Asp．　niger の 1 株 を Sucrose

（15％濃度）培地 で生育きせ その Mycelium を熱水抽

出す る事に 依 り冷 水 不 溶 の Starch様 の Glucosan
（〔α 〕D ＋ 283） を得 た．
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　　そ の 構造 は STACEY 　ages） （1953） に 依 り明か に さ

れ た．即 ち メ チ ル 誘導体 を 加水分解す る と同量 の 2 ：3：

6−tri−methyl 一と2 ：4 ：6−tri−methyl −D −
glucosc が得られ

Original　polysaccharide を部分分解 す る と maltose 及

び Nigerose 〔3−o −a −glucopyranosyl −D・glucose〕及び 少

量 の isomaltoseが 得 られ る事よりFig．2 の “M〈a ・1 ：4

　と α
一1 ： 3 の 交互 に連結し た Unbranched 　polymer が

考え られ tt．猶微量 の 1 ：6 結合 もあ る として い る．

末端基定量 に 依 り 300− −350Unit の Chain 　lengthが

あ りMyc （》dextran29）と同様なもの で
“ Nigeran”と 命

名した．更 に BARKER 等 （1953）30）は Zn の 存在が

Nigcran の 生成 を促進 す る事 を認 め ， 夊種 々 の糖代謝

を Resting　Cell 及び Ccll−free　enzyme を用 い て 行 つ

て い るが Nigeranは Transglycosidaseに 依 りDisac−

char 量de
，　Trisaccharidc が Precursor とな りα

・1 ： 4 及

び α
一1 ：3 結合が形成され る もの として い る、

　 Boc雪eriol 　ce 「lulo5e：

　Acetobacter　aytinum　hi　Celluloseを合成す る事は 古 く

か ら知 ら れ て い る が 1）
，

MINOR 等
31）（1954）は D −

glucose−2−C ユ4 を 用い て 生 成機構 を調べ た所 Cellulose

分子中の 相当量 が Glucose の 直接重合に 依 り合成 き

れ る 事が 分 つ た．A．　aeeti ．genum も GlucoseよりCcllu−

lose を生成す る 事が 報告 され て い るが 32），STACYE 等

（1954）ss）は，　 Acetalysis
，　Methylation 及 び Infra−red

等 に 依 りGotton　celiulose と同じ くβ一結合で 600　Glu ・

cose 　unit より成 る事 を確認 して い る．又 Mannosc を

用い た場合に も Polysaccharide 中 IC　 GIucose 及び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
Gcllocioseの み を見出し て い る．猶 STACEY 等（1954）
s4）は Glucose 誘導体及び 種 々 の Glucosanの Infra．

red 　spectrum を とつ て い るが 結合 の 種類に よ り特有の

吸收があり（Fig・3），又α
一結 合 で は844cm −1

に β
一
結合 で

は891cmLZ ｝C吸收の ピークが あ る事が示 され て い る，

　　　　 va ・ ・−nu ・b・ r〔・ ・
『1

）

　　 F 三9・3・Infra冒red 　spectra 　of 釦om 喚

　　　　　　lllUC… −
P・IYm ・岬

o
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　 〔2〕 複合多糖類 （Heter。p。 1γsaccharide ）

　 構 成糖 と し て は Galactose，　Mannose ，　 Rhamnose ，

Fucose を 含み 稀 に Glucose を含むもの もあ る．更 に

Glucuronic　acid 及び Glucosamine を含む もの が 多

く所 謂 抗 原多糖類 と称 きれ 免疫的 に も興味あ る もの が

多い が 大部分 は 構造 が 明 か に きれ て い な い ．

　 Pneumococcus の 多 籠類 ： 1923年 AVERY 等 の 初 期

の 研 究 以 来現 在 迄三 十余種 の Specific　polysaccharide

が 分離 されて い るが そ の 中 S¶ の み が 構造が 明 か に

きれ て 居 り他の 型 の もの に 就 い て は 構 造 の は つ き りし

た 他の 多糖類 との 交叉反応等 を利 用 して 大休の 構造 を

知 り得 る．最近 HEIDERBERGER （1953）s5） は S・X 盟

が D −glucose（5），　 L−rhamnose （1）及び 燐（1）よ り構成 さ

れ る事 を 報告 し た．夂 STACEY 等 （1955）36 ）はS−∬の 構

造 を研 究 し て い る．描成糖 は L−rhamnose ，
　D ・glucose

及 び D −
gIucuronic 　acid で あ る がそ の メ チ ル 誘 導 体 よ

り 2 ；4−dimethyl −L −rhamnosc （7 部），2 ：3dimethyl

D −glucese （1部），2 ：3−dimethyl−D −glucuronic　 acid

（2 部 ） 及 び 2 ：3 ：4−D −glucuronic　 acid （1部） を分離

し て 高度 に 分岐し た 搆造 を 持 ち 末端 は Glucuronic

acid で Glucose は α
一1 ：6 とα

一1 ： 4 で 分岐して い る．
こ の た め に S一皿 の 抗血清 と Dextran の 間に 交叉 反応

が起 る もの と して い る．

　 AZotobacte「 chroococcum の 多糖類
37）： 窒 素 固定菌 た

る A ．chreec ・ccum 及 び Rhigobium　 radicicelum は水溶

蛙 の Dextran 様 Polysaccharide を生 成す る事 が 知

られ て い る が STACEY （195分 は A ．　 cEroococcuin の

多糖類が Glucose （3 部），　 Galactose （1部 ） の 外 に

約 4％ の Glucuronic　acid を 含 み Type 　III　 Pneu −

moeoccus の 抗血清 と交叉 反応 を起す＄ を見出し，又 メ

チ ル 誘導体 よりの 中性部分：と して 2 ：3：6−trimethyl −

（40％），2 ：4 ：6−trimethyl −（15％ ） 及 び 少 攣 の 2 ：3−di−

methyl −D ・glucose の 外 に 2 ：4 ：6・trimethyl −D −galactose
（15％ ） を 分離し ， 酸性部分よ り 2 ：4 ：6・trimethyl −（30

％）， 2：3−dimethyl−D −glucose （30％） 及 び 少鐓 の 2 ：3

dimethyl−D −giucuron 三c　 acid を分離 し一
方 Infra−red

分析 で β
一
結合を な す事が明か に さ れ た． こ の 結 果

Glucosc と Galactose は 工 ： 3 で ，　 Glucose 同 ．L一は 1 ：

・｝及 び 1 ： 3 で ，Glucuronic　acid は 1 ： 4 で 結合して

い る もの と考 え られ る．

　
Stl’et，tvcoccus の HyaTuronic　ecid ： Group 　A 　StretJtoco−

ccus が Hyaluronic 　 acid を生 成す る事は HEIDER −

BERGER （1937 ）に より明か に きれ て い るが 最 近 ToPP ・

ER 等
39） （1953），　 DoRFMAN 等

39）（1953） はGlucose−

i’Ct’s を用 い て その 生 合成の 機構 を 調 べ て ，
　 Hyalur ・

料 （i19）

onic 　acid 中の Giucosamine の （】−1に Radioactivity

が 集中し て い る事か らGlucose は解裂す る事な くGlu

cosamine に 変換 し こ の 時 Glutamine が 必
．
要 とされ

る 4e）．最初 Glucose→ Glucosone の 経 路 を 通 る もの と

考 えられ て い た が其後 Glucosone・1−Ci4 を 用い た実 験

か ら こ れ は 否 定 さ れ た
41 ）．又 Hyaluronic　acid の

Glucuronic　acid 部 分 も Glucosamine と 同様に Glu −

cose か ら酉接焦成す る，猶 Glucosamineは Precursor

とな るが Glucuronic　 acid は禾ll用 され な い ．

　Aerobacterの 多糖類 ：WILKINSON （1955）42） は 〆t．

aerogenes の 1 株Ag （S1）が Glucose
，
　Galactose

，
　Xylose

等 を利 用 し て Exoccllular　Polysaccharide（「α 」p −50）

を生 成す る事 を 見 出し その 加水分解物 よ り Cellulose

column を 用 い て D −glucose （50％ ），　 L −fucose （工0％ ）

及 び Uronic　acid （29 ％） を 分 離 し た が DUDMAN

（1956）＃3）は Aerobacter−RlebsieCtaに 属す る 数株の Cap −

sular 及 び slime を 構 成 す る多 糖 類 を分 離 し，何れ も

Complex 　uronide で Uronic　 acid （17− 30％ ） の 外

Fu ・・ se （10％），　 Glu ・。 se （20〜50％ ） 等 よ り構成 され る

事 を 報告し た ．最 近 著 者 等 も腐 敗果実種子 よ り分離 し

た ・4・ctoacase に 属す る菌 が 高濃度 （10％）の Sucrose

培 地 よ り Uronic　 acid の 外 hexose 及び Pentoseを

含む Complex 　polysaccharide を 高收量 で 生 成す る事

を 認 め た
44）．

鵡べ 劃
　　 Fig・4．　Possible　repeating 　unit 　Qf

　　　　　　 hyaluronic　acid

　 B・anthracis の 多糖 類 ： Hapten と して の 作用を 有

す る多糖類 で あ るが CAVE 等
4s） （1954）は こ の （】ap −

sular 　polysaccharide より血清学 的 に Act三ve な 二 種

の 物質 を分離 し ，バ リ タで 沈澱 せ る区 分 よ り燐酸 を含

んだ Mannan （1 ：4結合 り を得，他 の 部分よ り得 た も

α）は 1）−galactose と N −acctyl −D −glucosamine （1：1）で

構成 され る 事 を報 ｛昔し た．

　最近 SMITH 等
46） （1956） は In　 vivo で 生育 し た

菌体．ヒり mild な 方法 で精製 して 〔α 〕亅， ト79 の 多糖類

を得 て い るが Ga 】actose 　38〜43％ ｝ N．acetyl ．glucoram ．

三
ne 　38〜43％ 及び α

一carbuxy 工amino 　N 　O．3％ を含〆 ，，

加水分解 の 経 過 よ り Glucosamine の 結合に 2 種 あ る

事 を 示唆 し た．更 に 物理 化学的 測 定 に 依 り分 子 量

29，000な る櫨 を得 て い る
：7）．こ れ とは 別に B，antlwa 一
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　 cis に は γ
・Carboxyl 　group で 結合し た Polyglutainic

，

　
a ・id 給 まれ 48）E ・t・acel1 ・ 1・・ の もの は分 子 量 216

，
000

，

　
Int ・ac ・11・ 1・・ もの で は 分 r；量 75，000な ．る事が 報 告 きれ

　 て い る 4Y）．

　　 B．　Pelymvxa変株 の 多 糖 類 島ω
： 著者等が LactosC を

　直接利用 す る 菌を 検 索 し た 際 に 得 た B・　Polymysca　 var ．

　lactoviscosusが 好気 的条件下で Lactose を炭素源 とし

　 て 培養す る揚合 に の み 多 量 の （Lbmplex　polysaccharidc

　を 生 成す る 事 を 見 出し た ，5 〜10％ の 1．actose
， 酵 母

　
X キ ス 又 は 硫 安 を含む炭酸 カ ル シ ウ ム 添加 の 培 地 で 約

　
1 週 間振盪培養 す る と粘稠 な 醸酵液が 得 られ るが，最

　近 通 気搏拌 に よ リタ ン ク培 養 で 原 料糖 の 25％ の 牧 率 で

　得 る こ．と に 成 功 し た．透常少量 の カ ル シ ウ ム を含むが

　稀酸及び ア ル カ リ処理後透 析 を行 うか 銅塩 として 精製

　す る と窒 素及 び 灰分 を殆 ん ど含まな い 精製物が 得 られ

　 る．〔α 〕P
−75で Native な もの は 極限粘度 L8〜2．0で

　絹 当分 子 量 は大 きい もの と考 え られ るが 稀酸（pHi 〜

　2） に 依 り容易 に 部 分 分 解 き れ て ア ル コ ール 分別に 依

　り種 々 の 分 チ 量 の もの が 得 ら る．メ タ ノ ー
ル で は沈 澱

困難 で あ る が 60％ （v ！v ）プ ・ パ ノ ール で は 完全 に 沈

　澱 す る．

　　抗原1生・ ’欝 ｛…｝認 め らオげ Py ・ ・9・n 陰性 な る点 ．よ

　り　
‘そa）臨再床

『
白勺ル藤）tiを≦9」彳寺1ノ ー

ごし、　る．

　　構成糖 は Methylpentose と Aldohexose で あ り，
は じ め Fucose 及 び Glucese と考えて い たが 其後加

水分解 物 を Cellulose　column で 分離す る と L−rham −

nose （2 部）とD −galactose （1 部）の 結晶 を得 たが fucose

は 少量 含まれ るの み で あ つ た ．現在 メ チ ル 誘導体 を調

製 して 構造 を検討して い る が そ の 加 水分解物は 5 成分

よ り成り Cellulesc　celumn で 分離 す る と 2 ：3 ：4−tri−

methyl −L・rhamnose （13％），2 ：4−dimethyl−L・rhamnese

（41％）・
2 ・416 −t・m ・thyl−D −9 ・1・・t・・e（30％）の 外少量

の 416 （？）
−dim ・thyl −D −9・1・ ・ t・・e 及 び 4 （？）

−m ・。。
−

methyl ・L −rhamnose を得 た事 よ り Galactese と Rha −

mnose が 1 ：3 で 結合した 線状に 近 い 構 造 で Galactese

及び Rhamnose が 分岐点 と な り末端 が Rhamnose よ

りな る短 い 側枝 澱 ・ る と棚 ・れ る．猶過 沃 素酸酸化で

も此 の ヒ」
．1は支侍され 更 に 加水分解に 依 る旋光 度の 変化

（〔α 〕t）
− 75→ 〔α 〕Pl

−39）　よ りβ一箭 合力i，十1、！像 さ詔しる．

　其 の 他 の 多糒 類 ： SCHMIDTil ）
（1952）は strel）tococcus’

の 菌体 を ペ プ シ ン 消化す る事 に 依 り Rhamnose　 5 モ

ル ，Glucosamine 　2 モ ル の 比で 構成 きれ る 沈 降 恒 数
Stiot＝1，17な る 多糖類册 離［． たが，3・．伽 9・・，，の 或

る株 は maltose よ り Starch様 ：ノ）多糖類 を生 成す る事

が報告 され て い る
5
肱 赤 痢 菌多糖類もよ く知 られ て居

斗米

るが SCHNEU ・°3） （1953） は ∫塵 ・‘‘・ 伽 … 切 菌体

よ り N −
・ ・ etylglu … ami ・ ・ （15％ ），　 glu・・ se （37％），

Rhamnose （30％ 冫 の 外 1．7％ の 燐 よ り成 る 多糖類 を分

離 し た．最近 DAV エESfi4） （1956；・は 1’
a ・t・ uretta 　Pestis

ン：） haptcn と して 0）f乍用 を もっ Lipopolysaccharideに

就 い て 詳細 な る研 究 を行い こ れ が Glucosc
｝
Glucosam −

i… 及ひ 末知 の Ald ・P … t… よ 喊 り P・ly・a ・・h・．id，

部分 の 分 子 量 は 10，000〜15 ，000な る こ と を明かに し て

い る．
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　　　　　 醗酵学 懇話会 2月例 会

　 2 月26日 （火）午後 4 時半よ り首題 の 会 を 阪 大 工 学

部坪 井 記 念 館 で 開催 し た．

　 講 演

1．　酵 母 の 遺 伝育種 に つ い て

　　　　　　　　　　　　阪 大 一1：鹸 酵　大 1鳴　泰 治

1．　微生 物 の フ エ ノ ール
， ス ル フ ア タ ーゼ に つ い て

　　　　　　　　　阪 大産研 　助 教授　原 田 　pa，　’U

美　閏　　胱 氏

河 野　正 夫氏

近 　末　　貢氏

八 木　 佳 明 氏

異 動

吹 出 甫 干 里 山 虹 ケ 丘 テ ラ ス ハ ウ ス に

転 居

Il4口 市中市39に 転 屠

奈 良市 あ や め ケ 池 北 2 丁 目1204 へ 移

転

名 iL
・
f屋 丁「f酉 区 新福寺町 乗越

名糖 産 業 KK へ 就職

新 入 会 員

　川 凵　東 ・IR　京都市 島 （区 北1，1川 　京 都大 学 農 需と部

　　　　　　　　農芸 化 学 教室

　広瀬　嘉 夫氏 　鹿 児島 市 山之 口 町 　味 噌 醤 油 組 合

　三 省製薬 KK 　大牟 田 市 黄 金 町 1丁 目495
’

摂 津 酒造 KK 艮 野 工 場　長野県更級郡更北村人 字 中 氷

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鉋

代 田 　 稔 氏

西 山 　 r1三之氏

吉 田 　俊美氏

播蠏食糧
．
L 業 KK 研 究課

武 ur［薬品．匸業 KK 東 京 支店

．
．
る共KK 田 無 工 場

依 出　 公 介 氏

川 乂 　　尚 氏

山 田　俊
一

氏

渡辺 　 漕 俊氏

「二 壌 　 勤 氏

ノ∫、坂 　 順 造 氏

京 都 巾 左 京区吉 田 下 大 路 49 ヤ ク ル ト

面丿F究’，〒

．三重 県桑 名 r
’k
’
片 町 　桑原 酒 造 KK

大 阪 市 浪 速 区 日本 橋 4 丁 目 外山食品

KK

　　　　　 姫路 dゴ飾 磨 区 英賀 甲 194

　　　　　　策京 都申央 区 円本橋 本町

2 ］
」
目 9

　　 東 東 都 北多摩郡 田 無 町 1450

弘 前 市大 字 吉 野 町 2 ／ 1

朝 ロ シ
ー

ドル 工 場 KK 弘 前 工 揚

群 馬県 前 橋市神 明 町 76

大 阪 市 大 淀 区 本 庄 川 崎 町 3TI ヨ

田 辺 製薬研究所

東京都澁谷区幡 ケ 谷 笹 塚 町

KK 申村 屋 笹 島 工 場

名 古 屋 市南区 呼 続 町 山大穣造 合資会社

静岡市小鹿　静 岡薬科大学生 化 学教 室

　　訃 　　　　報

　上鯉 本 会 貫 助 会 員江 井 ケ 島 酒 1餅 海 ℃会 徃

セ 長 同璃 は 2 月 21凵重 役 会 議中に 発 炳 し 急逝せ ら る．
誠 に 哀 悼 に 堪 え ず謹み て 敬 弔の 意 を 表す，民 は 同 社現

会 長 卜部退 三 氏 の 令 弟 で 謹 厳篤実 な 人 格 者 で 業務 に 熱

心 な 傍 ら稀 に 見 る 趣 昧 豊 か な 持 主 で あ つ た
’

内 外 の 儒

望 厚 く斯界 よ り悼 く惜 ま る．
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